
 

「
銀
河
の
し
ず
く
」
に
つ
い
て 

「
銀
河
の
し
ず
く
」
は
、
岩

手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
約

十
年
の
歳
月
を
か
け
て
育
成
し

た
水
稲
品
種
で
、
平
成
二
十
八

年
か
ら
一
般
栽
培
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
当
品
種
は
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
、
食
味
を

目
指
し
、
栽
培
適
地
の
指
定
や

作
付
経
営
体
の
登
録
を
行
っ
て

お
り
、
岩
手
県
が
育
成
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種
と
し
て
は

初
め
て
、
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
で
最
高
評
価
の
「
特
Ａ
」
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
品
種
特
性
と
し
て
、

耐
冷
性
や
穂
い
も
ち
病
の
抵
抗

性
に
優
れ
、
「
や
ま
せ
」
が
入

り
込
む
宮
古
地
域
に
お
い
て
も
、

高
品
質
・
安
定
生
産
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

栽
培
研
究
会
に
つ
い
て 

宮
古
地
域
「
銀
河
の
し
ず
く
」

栽
培
研
究
会
は
、
栽
培
適
地
の

宮
古
市
と
山
田
町
で
活
動
し
て 

宮古市赤前地区における「銀河のしずく」知事田植え行事  

 

宮古地域における「銀河のしずく」栽培の状況 



 

お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
生

産
者
七
名
、
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
現

在
は
生
産
者
三
十
一
名
、
作
付

け
面
積
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
令
和
四
年
度
）
と
毎
年
着
実

に
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。 

こ
れ
ま
で
の
取
組 

①
高
品
質
米
生
産
の
取
り
組
み 

「
銀
河
の
し
ず
く
」
は
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
食
味

を
確
保
す
る
た
め
に
、
「
一
等

米
か
つ
、
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含

有
率
が
六
・
三
％
以
下
」
と
い

う
品
質
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
基
準
に
達
し
な
い
も
の
は

「
銀
河
の
し
ず
く
」
と
し
て
出

荷
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

品
質
基
準
の
達
成
を
目
標
に
、

毎
年
、
育
苗
巡
回
、
栽
培
現
地

研
修
会
や
実
績
検
討
会
、
各
種

実
証
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
に
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
監
修
の
も
と
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
だ
各
種
実
証
試
験
の

結
果
も
加
え
た
宮
古
地
域
版

「
銀
河
の
し
ず
く
」
栽
培
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
い
た
適
切
な
栽
培
管

理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
に
よ
り
、
近
年
は
研

究
会
員
が
毎
年
増
え
て
い
る
中

で
も
品
質
基
準
達
成
割
合
を
高

水
準
で
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。 

②
震
災
復
旧
農
地
で
の
栽
培 

宮
古
市
南
部
の
赤
前
地
区
は

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
多

く
の
水
田
が
被
災
し
ま
し
た
。

復
興
交
付
金
を
活
用
し
、
営
農

機
械
等
を
導
入
し
、
平
成
三
十

年
に
は
圃
場
整
備
が
す
べ
て
完

了
し
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

で
水
稲
栽
培
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
。
復
旧
農
地
で
生
産
さ
れ
た

「
銀
河
の
し
ず
く
」
は
普
及
セ

ン
タ
ー
や
関
係
機
関
の
連
携
に

よ
り
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給

食
用
米
と
し
て
も
供
給
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度
に 

 

宮古管内における「銀河のしずく」の生産者数、栽培面積、品質基準達成割合の推移  

 

令和５年度「銀河のしずく」栽培現地研修会（追肥判断）の様子  
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は
震
災
か
ら
十
年
と
い
う
節
目

に
、
赤
前
地
区
に
お
い
て
「
銀

河
の
し
ず
く
」
の
知
事
田
植
え
、

稲
刈
り
行
事
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
植
え
行
事
で
は
、
知
事
が
田

植
機
に
乗
り
、
田
植
え
を
行
っ

た
後
、
研
究
会
の
伊
藤
壽
雄
会

長
が
「
銀
河
の
し
ず
く
の
普
及

拡
大
と
更
な
る
栽
培
技
術
の
向

上
に
励
み
ま
す
」
と
力
強
く
宣

言
し
、
銀
河
の
し
ず
く
頂
上
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
米
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
ま
た
、
稲
刈
り
行
事

で
は
、
知
事
や
地
元
に
あ
る
県

立
宮
古
短
大
の
学
生
と
と
も
に

稲
刈
り
を
行
い
、
「
銀
河
の
し

ず
く
」
を
通
し
て
、
様
々
な
方
々

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

③
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み 

高
品
質
な
米
の
生
産
だ
け
で

な
く
、
持
続
的
か
つ
効
率
的
な

農
業
経
営
の
実
践
の
た
め
、
「
岩

手
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
（
令
和
四
年

度
に
廃
止
）
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
平
成
三
十
年
か
ら
普
及

セ
ン
タ
ー
が
主
導
で
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

啓
発
活
動
や
現
地
指
導
等
を
行

い
、
乾
燥
調
製
施
設
の
整
理
整

頓
や
、
作
業
記
録
の
作
成
、
関

係
書
類
の
保
管
等
、
毎
年
の
改

善
を
経
て
令
和
三
年
に
は
五
名

が
確
認
登
録
を
う
け
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
以
降
は
更
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
国
際
水

準

G
A
P

の
取
り
組
み
も
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。 

今
後
の
課
題 

①
栽
培
面
積
の
拡
大 

宮
古
管
内
で
は
「
あ
き
た
こ

ま
ち
」
や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
と

い
っ
た
品
種
が
作
付
割
合
の
多

く
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
歩
留

ま
り
が
悪
か
っ
た
り
、
品
質
が

不
安
定
と
な
る
課
題
が
あ
り
、

「
銀
河
の
し
ず
く
」
は
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の

収
益
性
向
上
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
既
存
品
種
か
ら
の
切

り
替
え
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

②
更
な
る
品
質
・
収
量
向
上 

栽
培
開
始
か
ら
八
年
が
経
過

し
、
栽
培
に
慣
れ
て
き
て
い
る

生
産
者
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、

単
収
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

品
質
や
食
味
が
良
く
て
も
、
単

収
が
低
い
と
品
種
の
切
り
替
え

も
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

品
質
を
維
持
し
な
が
ら
単
収
向

上
を
図
り
、
生
産
者
の
所
得
向

上
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
収
量
向
上
の
た
め
、
土
づ

く
り
の
推
進
や
適
正
な
栽
植
密

度
の
確
保
、
適
期
追
肥
の
推
進

等
を
研
修
会
や
個
別
巡
回
を
通

じ
て
進
め
て
い
く
ほ
か
、
研
究

会
や
新
い
わ
て
農
協
宮
古
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
・
団
体
等
と
も
連
携
し
、
更

な
る
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。 

（
文
：
宮
古
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
） 

        

 宮古地域版「銀河のしずく」栽培マニュアル    コンテスト入賞米を贈呈する伊藤壽雄会長  


